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１Chapter 沖縄県における構想推進区域
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沖縄県における構想推進区域・モデル推進区域の提示
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※　なお、モデル推進区域については該当無

๏中部地区医療提供体制協議会
（R6.6.13開催) 
 南部地区医療提供体制協議会 
（R6.6.17開催) 
において、推進区域として設
定することを提示。
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構想推進区域対応方針に記載すべき内容
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１．構想区域のグランドデザイン
２．現状と課題

３．今後の対応方針

４．具体的な計画

① 構想区域の現状及び課題（課題が生じている背景等） 
② 構想区域の年度目標 
③ これまでの地域医療構想の取組について 
④ 地域医療構想の進捗状況の検証方法 
⑤ 地域の医療機関、患者、住民等に対する周知方法 
⑥ 各時点の機能別病床数　

①  ２を踏まえた構想区域における対応方針 
②  対応方針を達成するための取組 
③  必要量との乖離に対する取組 
④  取組の結果想定される2025年予定病床数

今後の対応方針の工程表（2025年度）
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２Chapter 南部構想区域対応方針（案）
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１．　構想区域のグランドデザイン
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๏　国において議論された新たな地域医療構想の基本的な
方向性を見据えたグランドデザインとする。

国において議論された新たな地域医療構想の基本的な方向性

๏あわせて、地域の患者・要介護者を支えるため、入院医
療だけでなく、外来・在宅医療、介護との連携等、地域
全体を俯瞰した医療提供体制を構築する。

๏　今後の高齢化の進展や、医療需要の増大、医療ニーズ
の変化に対応し、限りある医療資源を有効に活用していく
ため、地域において完結・充実を目指す医療と広域・県域
で対応する医療を整理し、構想区域内の病院間の役割分
担を行っていく。

๏効率的な医療提供を行うため、病院間連携や病診連携、
高齢者施設等の介護との連携体制を強化していく。
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２．　現状・課題
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（１） 増大する医療需要
๏　南部圏域においては、今後2050年まで高齢化が進展することから、医療需要も大きく伸びること
が予想され、現在の受療動向を投影すると入院医療については約1.4倍、在宅医療については約1.9倍
に増える。 

๏　一方で生産年齢人口は減少傾向にあることから、今後は限られた医療資源のなかで増大する医療需
要に対応するため、効率的な医療提供体制を構築する必要がある。

 ① 構想区域の現状及び課題（課題が生じている背景等）

2025 Copyright© NIHONKEIEI Co.,Ltd. All rights reserved. 
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２．　現状・課題
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（３） 医療機能の分化と連携

๏　特に高齢者救急をはじめとする高齢者医療の受け皿として重要なのが回復期機能であるが、南部圏域
においては、回復期機能が大きく不足する現状がある。 

๏　令和３年度には特例病床により211床の回復期病床を整備したところであるが、今後も不足する機能
を充足させるため、過剰な病床機能からの転換や、必要な範囲において増床を行う必要がある。

๏　南部圏域には県内の半数以上の医療機関が集中しており、総合周産期母子医療センターや救命救急セン
ター等、高い医療機能を担っている。令和７年１月には琉球大学病院が南部医療圏から中部医療圏に移転
たことから、医療機関相互の役割分担にも影響が出ることが想定され、今後も将来に亘り必要な医療提供
体制を安定的に確保するため、医療機能の集約化と医療機関相互の連携体制の強化が必要である。 

๏　また、南部圏域においては、一般病床数は全国並みの数が整備されているが、近年は非稼働病床も多い
傾向にあり、看護師不足の影響によるものと推察される。全国と比べ稼働率が高く平均在院日数も低い状
況であるが、一方で退院先が確保できず入院期間が長期に及ぶ患者も一定程度いる。疾病からの早期回復
のためには、状態に応じた医療が切れ目なく円滑に提供されることが大切であり、各医療機関が担う機能
を十分に発揮できるよう機能分化と連携に取り組む必要がある。

（２） 不足する病床機能
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２．　現状・課題
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 ② 構想区域の年度目標（令和７（2025）年度）

๏　必要病床数を参考に、病床機能報告において報告された診療実績に基づき、病床の機能分化を進める。 
๏　新たな地域医療構想のガイドラインに示されることとなる「医療機関機能」の定義と現在の県における
「入院医療機関の役割分担」の整理を行いつつ、構想区域内の医療機関の役割分担（機能分化）を進める。 

๏　特に、広域で対応すべき医療と、地域において完結すべき医療については整理し、病院間の機能分化・連
携の体制を明確にする。 

๏　不足する病床機能については、慎重かつ段階的に整備を行う。

 ③ これまでの地域医療構想の取組について

๏　地域医療介護総合確保基金を活用した医療機能の分化・連携への支援 
๏　毎年度の病床機能報告の公表と協議の場（地区医療提供体制協議会）における協議 
๏　全医療機関における具体的対応方針（2025年に向けた将来プラン）の策定とヒアリング 
๏　公立病院経営強化プランの策定 
๏　地域医療構想の推進に向けたアンケート調査の実施 
๏　県政広報番組・広報誌を活用した県民向け普及啓発
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２．　現状・課題
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 ④ 地域医療構想の進捗状況の検証方法
๏　病床機能報告の結果について公表するとともに、協議の場において共有し進捗状況を確認している。 
๏　「沖縄県における回復期機能の必要量等に関する調査」（急性期及び回復期病院のDPCデータ分析）結
果を基に、不足している機能や病院間連携に必要な方策を検証している。

 ⑤ 地域の医療機関、患者、住民等に対する周知方法について
๏　医療提供体制協議会の協議内容について、県ホームページで公開

 ⑥ 各時点の機能別病床数

2015年
病床数

2023年
病床機能報告(A)

2025年の
予定病床数(B)※

2025年の
病床の必要量(C)

差し引き
(C)ー(A)

差し引き
(C)ー(B)

高度急性期 972 889 960 1,111 222 151
急性期 2,538 3,380 3,260 3,172 ▲208 ▲88
回復期 1,811 1,211 1,145 2,350 1,139 1,205
慢性期 1,913 1,534 1,593 1,699 ▲165 ▲106
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３．　今後の対応方針
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 ① 構想区域における対応方針

๏　高齢者を中心とする医療介護需要の増大や医師の働き方改革等を踏まえた医療介護提供体制の構築を図る。 
๏　地域の限られた医療資源を効率的に活用するため、医療機能の分化と医療機関の役割分担、連携体制の構築
を進める。 

๏　不足する機能への病床転換・整備を進める。

 ②  ① 構想区域における対応方針を達成するための取組

๏　病床機能報告の結果について、診療実績を定量的基準に基づいて検証することで、適切な機能の選択を促
し病床機能の分化を図る。 

๏　「入院医療機関の役割分担」について、国のガイドラインにおいて示される医療機関機能を注視するとと
もに、中部圏域における広域的な医療機能、地域で完結すべき医療機能等について整理を行う。 

๏　特に、今後増大する「高齢者救急」及び「在宅医療」を担う機能について、その内容を明確化し、役割を
担う医療機関について協議を進める。
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３．　今後の対応方針
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 ③ 　必要量との乖離に対する取組

๏　定量的基準の導入により病床機能報告の報告内容を再検証する。
※再検証の結果、必要量との乖離について一定程度差が縮小すれば、本県では必要病床数との差異
の議論については、一旦区切りをつけることとする。

 ④　②及び③による取組の結果、想定される2025年の予定病床数

2025年の予定病床数

高度急性期 本方針を踏まえ、構想区域
内の医療機関において見直
しを行っていく予定

急性期
回復期
慢性期
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３．　今後の対応方針
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 ⑤ 　令和6（2024）年度及び令和７（2025）年度の取組内容

年度 時期 取組内容 到達目標

2024年度
（令和6年度）

通年 ๏　地域医療介護総合確保基金により、自主的な医療機能分化・連携の取組を支援

๏　病床機能の分化・連携を促進し、
効率的かつ質の高い医療提供体制の構
築を図る。 
๏　圏域における医療提供体制の役割
分担を進める 
๏　国における新たな地域医療構想の
議論の内容を共有し、今後検討すべき
事項を確認する。

6月 ๏　地区医療提供体制協議会の開催（地域医療構想の進捗確認と構想推進区域の決定）

7月 ๏　病院間連携の取組（病床情報共有システム(OHBIS)の運用開始

８月 ๏　地域医療構想推進に向けたアンケート調査の実施

10月 ๏　医療機関の役割分担表を平時運用に更新

11月 ๏　県医療提供体制協議会の開催（地域医療構想の進捗状況を報告）

1月 ๏　沖縄県地域医療構想セミナーの開催

2月 ๏　県医療提供体制協議会の開催（構想区域対応方針（案）の提示）

3月 ๏　地区医療提供体制協議会の開催（構想区域対応方針（案）の意見照会・決定）

2025年度
（令和7年度）

‐

๏　地域医療介護総合確保基金により、自主的な医療機能分化・連携の取組を支援する 
๏　構想区域対応方針に基づき、圏域における協議を進める 
๏　病床機能報告について、診療実績に基づいた検証を進める 
๏　必要とされる数と機能の病床整備を進める 
๏　新たな地域医療構想策定に向け課題の洗い出しと対応策の検討を開始する

๏　病床機能の分化・連携を促進し、
効率的かつ質の高い医療提供体制の構
築を図る。 
๏　圏域における医療提供体制の役割
分担を進める 
๏　新たな地域医療構想策定に向けた
準備を行う


